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プログラムマネジメント支援ソリューション
ITに対するニーズやソリューションが多様化する中、従来のマネジメントを繰り返すだけでは、ビジネス部門
の期待に応えるアウトプットを生み出すことはできません。
また、企業の経営戦略を支える IT戦略は、一つのプロジェクトの目標達成によりもたらされるものではなく、
相互に関連する複数プロジェクトの目標達成により実現されるべきものです。
アビームコンサルティングは、豊富な経験や知見および独自のツールをもとに、複数プロジェクトを管理する
プログラムマネジメントにおいて、企業の状況に合わせた導入・定着化を支援し、刻一刻と変化するビジネス
環境に的確な経営判断をもたらします。
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プログラムマネジメント階層を加味したレポーティングツールセット
により、効率的に各階層に応じた適切な状況報告を実現します。蓄積
データをもとにした将来予測も報告対象に加えることでプロアクティブ
な判断・対応を可能にします。

相互に関連する複数プロジェクトの最適な運営 (管理体制／プロセス／
ツールの最適化)により、プログラム全体として管理効果の最大化を実
現します。

中期経営計画やIT戦略に基づくプログラムの長期運営の中で、外部環境
のさまざまな変化に適切に対応し、プログラムが時代の流れに応じたあ
るべき姿に向かっていくための道筋(シナリオ)を描き、その舵取り(経営
層の意思決定など)を支援します。

提供資料イメージ様式
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統一された様式により、
報告者の作業を効率化し、

関係者の認識統一および最短距離
での理解を最大限に促進

各情報に適切なつながりを
持たせることで適切な関係を築き、

状況可視化を最大限に効率化

統一された基準により、
関係者の状況理解と
適切な判断実施を最大限支援

適切な機会に適切な情報を提供して
適切な役割を果たし、関係者の階層
に応じた理解・判断を最大限に支援

経営者の悩みに応える

サービス概要

3-Value：① Visualization Value

経営環境が日々変化する中、最適な経営資源の再配分に伴う迅速な意思決定が経営層に求められています。一方で、近年プロジェ
クトが複雑化してきており、バランス良く統制を効かせ、全体を俯瞰して状況を把握することが困難となっています。
このような状況で複数プロジェクトを一元的に管理し、状況を可視化するプログラムマネジメントの重要性が高まっています。

アビームコンサルティングのプログラムマネジメント支援ソリューションは、これまでのプログラムマネジメントから一歩抜け
出し、企業の成功のため、より強固な支援を「3-Value」として提供します。

レポーティングの「様式」「基準」「関係」「役割」を最適化することで、最小労力で統一認識・最大理解・最善判断といった可視
化による効果を実現します。
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3-Value：②Management Value

3-Value：③ Consulting Value

オプション：プログラムマネジメント・クイックアセスメントサービス

プログラム運営上の基本となる管理 3機能を担い、プロジェクト間の整合性を保ちながら全体最適の視点を持ってプログラムの
実現を推進します。

プログラムが複数年にわたり運営されていく中で、外部環境のさまざまな変化に合わせて企業が最適かつ最善な判断をし、プロ
グラムが時代に応じたあるべき姿となるよう、マネジメントを支援します。
また、戦略実現・人材育成およびガバナンス強化のための plus型プログラムマネジメントサービスを提供します。

IT戦略は掲げたものの達成状況がわからなかったり、総合的に判断したいが報告がバラバラで判断できなかったりする場合には、
アビームコンサルティングのクイックアセスメントツールを用いてプログラムを評価・分析することができます。

As-Is
プログラム

業界・市場 法規制・政治

アビームコンサルティングの
plus型プログラムマネジメント

テクノロジー 社会モラル・
顧客心理

最適・最善の判断 To-Be
プログラム

戦略実現plus型
プログラムマネジメント

人材育成plus型
プログラムマネジメント

ガバナンス強化plus型
プログラムマネジメント

プログラム管理資料チェック

プログラム関係者ヒアリング

アセスメント報告

※規模・範囲によりご相談ください

報告書　例

Stage1
初期レベル

Stage2
反復可能なレベル

Stage3
定義（標準化）されたレベル

Stage4
定量的に管理されたレベル

Stage5
最適化されたレベル

1 成熟度評価の

基本となる考え

活動が、場当たり的に運営されており、一

部の有能な個人に依存した状態。

軸となる一部の活動で、運営に必要な

ルールやプロセス等が統一された仕組み

／基準で定義・導入されており、一部の関
係者にこれが守られている状態。

活動全般で、運営に必要なルールやプロ

セス等が統一された仕組み／基準で定

義・導入されており、全ての関係者にこれ
が守られている状態。

状況が定量的に計測可能であり、定量的

な品質目標を用いて定期的に確認されて

いる状態。

定量的な情報を活用し、自らの活動を定

期的に評価・改善し、最適な状態が維持さ

れている状態。

2 戦略

ＩＴ戦略が無いもしくは検討されている段階である。 ＩＴ戦略は存在するが、社内認知度が低く理解され

きれていない。

ＩＴ戦略は経営戦略に対応する形で作成されてお

り、その考え方、行動方針は社内で知られており、

ＩＴに関連する全組織で理解されている。

ＩＴ戦略は経営戦略に対応する形で作成されてお

り、ＩＴに関連する組織の人材はＩＴ戦略の考え方

や、行動指針を熟知し、それをもとに日常の業務

が行われている。

ＩＴ戦略は経営戦略に対応する形で作成されてお

り、ＩＴに関連する組織の人材はＩＴ戦略の考え方

や、行動指針を熟知し、それをもとに日常の業務

が行われている。また、内容は定期的に見直さ

れ、修正されている。

3

プログラム管理に関する戦略が無いもしくは検討

されている段階である。

プログラム管理に関する戦略は存在するが、ＩＴに

関連する組織にあまり知られていない。

プログラム管理に関する戦略はＩＴに関連する全

組織に理解されている。

ＩＴに関連する組織の人材はプログラム管理に関

する戦略を熟知している。また、それに基づいて

日常の業務が行われている。

ＩＴに関連する組織の人材はプログラム管理に関

する戦略を熟知し、それをもとに日常の業務が行

われている。また、内容は定期的に見直され、修

正されている。

4 ルール/プロセス

ＩＴ戦略策定のルール／プロセスが定義・導入され

ていない。

ＩＴ戦略策定の骨子は定義されいるが、ルール／

プロセスは一部のみ定義・導入されている。

ＩＴ戦略策定のルール／プロセスが定義・導入され

ている。

ＩＴ戦略策定のルール／プロセスが定義・導入され

ており、状況が定量的に計測可能となっている。

ＩＴ戦略策定のルール／プロセスは最適な状態を

求めて継続的に評価・改善されている。

5

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

ルール／プロセスが定義・導入されていない。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

基本的なルール／プロセスが定義・導入されてお

り、関係者がこれに従い活動が繰り返し実施され

ている。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

全ルール／プロセスが定義・導入されており、関

係者がこれを理解し、守られる事で円滑に活動が

実施されている。また、プログラム／プロジェクト

間でノウハウの共有が図られている。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

全ルール／プロセスが定義・導入されており、状

況が定量的に計測可能となっている。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

全ルール／プロセスは最適な状態を求めて継続

的に評価・改善されている。

6

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）のルール／プロセスが定義・導入されてい

ない。

プログラム管（プロジェクト開始～投資対効果評

価）の基本的なルール／プロセスが定義・導入さ

れており、関係者がこれに従い活動が繰り返し実

施されている。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）の全ルール／プロセスが定義・導入されて

おり、関係者がこれを理解し、守られる事で円滑に

活動が実施されている。また、プログラム／プロ

ジェクト間でノウハウの共有が図られている。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）の全ルール／プロセスが定義・導入されて

おり、状況が定量的に計測可能となっている。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）の全ルール／プロセスは最適な状態を求

めて継続的に評価・改善されている。

成熟度ステージ

No 分類 次ターゲット 最終ターゲット

7 役割・責任

ＩＴ戦略策定のための職務が定義されていない（暗

黙の了解のレベル）。

ＩＴ戦略を立案する人がいない。

ＩＴ戦略策定に関する要員がいるが、職務や責任

が明確になっていない。何か問題があった場合

は、ＩＴ組織の管理者が参画し協議している。

ＩＴ戦略策定に関する専任要員がおり、職務や責

任範囲が明確になっている。

ＩＴ戦略策定に関する専任組織があり、ＩＴ組織とし

てのＩＴ戦略策定および実行に必要な権限・責任を

持った組織長が存在する。

ＩＴ戦略策定に関する専任組織があり、ＩＴ組織とし

てのＩＴ戦略に絡む全社的な権限・責任をもった組

織長が存在し、その責任範囲はグループレベルに

及ぶ。

8

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）実

施のための職務が定義されていない（暗黙の了解

のレベル）。 専任者がいない。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）実

施のための役割分担が曖昧だが、各ＩＴ企画に対

する管理は行われている。プログラム管理を運営

する要員も存在する。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

ための専任要員が責任を持ってプログラム管理

計画策定や運営業務にあたっており、必要な役

割・責任も定義されている。領域リーダ／プロジェ

クトマネージャ全員に対しプログラム管理の説明

／トレーニングを行っている。

プログラム管理（企画構想～プロジェクト開始）の

ための専任組織がある。トレーニングや人材育成

プランが開発されている。習熟状況が定量的に把

握可能であり、領域リーダ／プロジェクトの関係者

全員がトレーニングを受けている。

定量的把握した情報より、役割／トレーニング／

人材育成プランが最適な状態を求めて継続的に

評価・改善されている。

9

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）実施のための職務が定義されていない（暗

黙の了解のレベル）。 専任者がいない。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）実施のための役割分担が曖昧だが、各プロ

ジェクトに対する管理は行われている。プログラム

管理を運営する要員も存在する。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）のための専任要員が責任を持ってプログラ

ム管理計画策定や運営業務にあたっている。プロ

グラム／プロジェクトマネージャ全員に対しプログ

ラム管理の説明／トレーニングを行っている。

プログラム管理（プロジェクト開始～投資対効果

評価）のための専任組織がある。トレーニングや

人材育成プランが開発されている。習熟状況が定

量的に把握可能であり、プログラム／プロジェクト

の関係者全員がトレーニングを受けている。

定量的把握した情報より、役割／トレーニング／

人材育成プランが最適な状態を求めて継続的に

評価・改善されている。

10 習熟

プログラム管理に関する役割・責任の理解が進

んでおらず、随時指示をしなければ、何を実施す

るか判断ができない。

組織の一部（プログラム管理をリードする立場の

メンバー）はプログラム管理に関する自らの役

割・責任を理解している。ただし、活動についての

理解は限定的で、運営主体から随時指示すること

が円滑な運営には必要である。

組織全体でプログラム管理に関する自らの役割・

責任が理解されている。活動についても理解され

ており、運営主体からのルールに則った最低限の

指示により円滑な運営がおこなわれている。

習熟状況を定量的に把握し、理解度が不足してい

る場合にすぐに対応可能な状態。常に一定以上

の習熟レベルを維持しており、運営主体からの

ルールに則った最低限の指示により円滑な運営

がおこなわれている。

常にあるべき習熟状態を求めて、組織全体で最適

な状況に習熟レベルを維持している状態。

11 ツール

ＩＴ戦略立案のプロセスをサポートするツールや技

術はない。

ＩＴ戦略立案において、個々に別々のツールを使っ

ており、問題が発生するたびに個々で対処してい

る。

統一形式/統一基準で作成されたテンプレートや

分析のフレームワークがＩＴ戦略立案の成果物作

成のために使われている。

事業戦略と連携した形で統一形式/統一基準で作

成されたテンプレートや分析のフレームワークがＩ

Ｔ戦略立案の成果物作成のために使われおり、状

況を定量的に表すことが可能となっている。

ビジネスインテリジェンスのシステムが導入されて

いる。企画、 効果測定、分析、コミュニケーション、

トレーニングを支援するための技術が整い、利用

されている。

12

プログラム管理業務（企画構想～プロジェクト開

始）をサポートするツールや技術はない。

一部のプログラム管理業務（企画構想～プロジェ

クト開始）で、これをサポートする基本ツール（エク

セル、パワーポイント、テンプレート等）が利用され

ており、ＩＴ組織の一部に導入されている。

プログラム管理業務（企画構想～プロジェクト開

始）全般をサポートするエクセルやパワーポイント

で作成されたやや高度な機能をもつツール、テン

プレートがＩＴ組織全体に導入されている。

プログラム管理業務（企画構想～プロジェクト開

始）全般をサポートするエクセルやパワーポイント

で作成された状況を定量的に把握可能とする高

度な機能をもつツール、テンプレートがＩＴ組織全

体に導入されている。

統合的なプログラム／プロジェクト／ポートフォリ

オ管理ツールがＩＴ組織に導入されている。全ての

管理業務がツールを活用し実施され、ＩＴ組織のＩＴ

投資状況が把握できる。

13

プログラム管理業務（プロジェクト開始～投資対

効果評価）をサポートするツールや技術はない。

一部のプログラム管理業務（プロジェクト開始～

投資対効果評価）で、これをサポートする基本

ツール（エクセル、パワーポイント、テンプレート

等）が利用されており、ＩＴ組織の一部に導入され

ている。

プログラム管理業務（プロジェクト開始～投資対

効果評価）全般をサポートするエクセルやパワー

ポイントで作成されたやや高度な機能をもつツー

ル、テンプレートがＩＴ組織全体に導入されている。

プログラム管理業務（プロジェクト開始～投資対

効果評価）全般をサポートするエクセルやパワー

ポイントで作成された状況を定量的に把握可能と

する高度な機能をもつツール、テンプレートがＩＴ

組織全体に導入されている。

統合的なプログラム／プロジェクト／ポートフォリ

オ管理ツールがＩＴ組織に導入されている。全ての

管理業務がツールを活用し実施され、ＩＴ組織のＩＴ

投資状況が把握できる。

※

２
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〜

全体監督機能全体監督機能 全体報告機能全体報告機能

統括情報管理機能統括情報管理機能

各プロジェクトの情報を
統一した形で収集し、　
同一指標で把握できる
よう整理

【主な作業】
情報収集の仕組み構築・
定期収集実施
収集情報の取りまとめ・
整理／定量化

定期的にプロジェクトを評価し、プロジェクト
計画に支障をきたす恐れのある課題・リスクの
改善を支援
(特にプロジェクトをまたぐ課題は、
全体最適の視点で改善を主導)

改善改善

評価・監督評価・監督 報告報告

情報収集情報収集

把握・整理把握・整理

展開展開
【主な作業】

収集情報からのプロジェクト評価
チェックリストによる評価
プロジェクト／プロジェクト間課題・リスクの把握
プロジェクト課題・リスク解決支援
プロジェクト間課題・リスク解決主導

プロジェクト全体の状況を統一した指標を
用いて報告し、各プロジェクトに対する

円滑な論議を支援
結果を確実にプロジェクトに展開

【主な作業】
上位者へのレポート作成／報告実施
プロジェクトに対する論議の支援 (案件
の追加・削除、優先度・予算変更など)
論議結果の展開
承認されたルール・計画の展開
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